
 

 

2022 年３月 24日 

各  位 

太 陽 生 命 保 険 株 式 会 社 

 代表取締役社長   副島  直樹 

 
 

 
                         

Ｔ＆Ｄ保険グループの太陽生命保険株式会社（社長 副島直樹）は、日本認知症官民協議会（*1）が主

催する「認知症バリアフリー宣言試行事業」に参加することを決定しましたのでお知らせします。 
 

2025年には、65歳以上の約５人に１人が認知症になると推計される（*2）など、認知症は誰もがなりう

るものであり、多くの人にとって身近なものになっています。 
 

「認知症バリアフリー宣言」は、認知症バリアフリーの推進による「地域共生社会」の実現に向け、

適切な取組みを行おうとしている企業等の活動を支援するとともに、認知症バリアフリーを志向する企

業等を「見える化」することで、認知症を患った方やその家族の方々にとって、安心して利用できる環

境を提供することを目的としています。 
 

太陽生命は、2014年より「シニアのお客様に最もやさしい保険会社になる」ことを目指し、「ベスト

シニアサービス」をスタートさせ、2016年３月に生命保険業界初（*3）となる認知症による所定の状態を

保障する「ひまわり認知症治療保険」を発売し、2016年10月には、国内初（*4）の「認知症予防アプリ」

（2021年３月より「太陽生命の健康増進アプリ」）のご提供を開始するなど、「認知症」に関する様々

な取組みを業界に先駆けて推進してまいりました。 
 

今回、新たに認知症バリアフリー宣言試行事業に参加することで、当社の事業活動を通じ、認知症を

はじめとした社会的課題の解決に貢献する取組みを進めてまいります。 
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太陽生命保険株式会社 広報部 

東京都中央区日本橋２-７-１ 

 太陽生命、日本認知症官民協議会が主催する 

        「認知症バリアフリー宣言試行事業」へ参加 

(*1)2019年設立。認知症バリアフリーの取組みや、認知症分野でのイノベーション創出を官民一体となって進めることを目的とし、 

経済界、産業界、医療・介護業界、学会や関係省庁などが参加して設立した団体。 
(*2)厚生労働省「認知症施策推進総合戦略～認知症高齢者等にやさしい地域づくりに向けて～（新オレンジプラン）」より。 
(*3)簡単な告知により加入できる選択緩和型の商品で、認知症について保障する保険は生命保険業界初（一般社団法人生命保険協会

加盟41社について、当社調べ（2015年 12月末時点））。 
(*4)スマートフォンで歩行速度の変化を測定し、認知症・MCIの予防に繋げるアプリは国内初（InfoDeliver調べ）。 

◇認知症バリアフリー宣言内容（一部抜粋） 

１.人材育成 

・認知症サポーターの養成 

・ユニバーサルマナー検定の取得 

２． 地域連携 

・「太陽生命クアオルト健康ウオーキングアワード」の実施 

３． 社内制度 

・ＭＣＩスクリーニング検査の制度化 

４．環境整備 

・お客様対応ハンドブックの整備 

・認知症サポーターの配置 

◇詳しくはこちらをご確認ください 

https://ninchisho-barrierfree.jp/search/detail/14/ 
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